
第５８回 家庭科教育研究者連盟 夏季研究集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪日時≫  ２０２４年 ８月３日（土）・４日（日）  

 

≪会場≫  法政大学第二中・高等学校 （〒211－0031 川崎市中原区木月大町 6-1） 

 

JR南武線「武蔵小杉駅」西口下車徒歩 12分、 東急東横線「武蔵小杉駅」南口下車徒歩 10分 

JR横須賀線、湘南新宿ライン「武蔵小杉駅」横須賀線口下車徒歩 15分 
 

≪日程≫ 

8/3 

(土) 

受付 
９：３０～ 

実技交流
10:00 

～１１：３０ 

昼食休憩
11:30 

～12:30 

開会行事
１２：３０ 

～13:00  

記念講演 
１３：００ 

～14:55 

テーマ別分科会
15:15   

～17:00 

夕食交流会
17:30 

～18:40 

家教連総会
18:50 

～20:00 

8/4 

(日) 

特支・小学校・中学校・高校別 

分科会 
９：３０～１２：００ 

昼食休憩 

１２：００ 

～１３：００ 

特支・小学校・中学

校・高校別分科会 
１３：００～１６：００ 

閉会行事 

１６：１５ 

～１６：４５ 

 

 

 

 

 

 「 ジェンダー平等と包括的性教育がめざすこと

～家庭科教育との協同をめざして～ 」
 

講師：浅井 春夫さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本社会の現実は“子どもへの無関心”の国・ニッポンと言わざるを得ません。 

子どもへの関心を私たちはどのように、この国で再生していくことができるので 

しょうか。子ども・若者の未来を見据えるときに、ジェンダー平等と包括的性教育がめ

ざす方向と課題はすべての教育実践で共有できる内容が少なくありません。これから

の私たちがめざす人間像、自己変革と共生をはぐくむ学びのあり方について考えられ

たらいいなと思っています。 

 

生活を見つめ 豊かな学びをつくる家庭科

― 守ろう いのち・くらし・人権 ―

対面開催 

＜後援＞ 東京新聞横浜支局   

＜主催＞ NPO法人家庭科教育研究者連盟 

（立教大学名誉教授 〝人間と性〞教育研究協議会代表幹事 他） 



第１日目  ８月３日（土） 

 

１０：００～１１：３０     

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

小学校から高校まで、授業ですぐに使える実技が体験できます!

材料・用具は用意してあります。 

手ぶらで気軽にご参加ください。 

 

 

実技交流
こぎん刺しのストラップ・しおり    

石鹸作り  

ポリ袋で防災食 

お手玉をつくって遊ぶ     

ライフスタイルのコラージュ 

 

１５：１５～１７：００ 

① 世界で最初に飢えるのは日本  食の安全保障をどう守るか   

鈴木宣弘さん (東京大学大学院 特任教授） 

グローバリズムの限界が露呈し、海外からの輸入が滞るリスクも高まっている一方、農家はコスト高に苦し

み倒産が増えている。このままでは不測の事態に安全な国産食料が供給できず、子どもたちの命が守れな

い。農業問題は農家の問題で他人事だと思ってはいけない。 

国民自身の命の問題、自分事なのだ。今こそ「地域の種からつくる循環型食料自給圏」構築を目指し、消

費者も生産者も一緒に作って一緒に食べる一体的ネットワークで地域の子どもたちの未来を守ろう。 

③ 家庭科で何をどう教えるか 

             大矢英世さん （家教連会長） 
日々の授業を楽しめていますか？どのくらい教材研究の時間を

捻出できていますか？教育統制が強められ自由度が低下する中

で、どのように授業づくりをしていったらよいのでしょうか。 

家庭科は目の前の一人一人の児童・生徒の生きることすべてが

学びの対象となる魅力的な教科です。楽しみながら授業準備がで

きるようでありたいです。 

表面的な理解ではなく、それぞれの奥深くにしっかりと根付く学

びをつくっていくために必要なことは何かをみなさんと共に考えて

いきたいと思います。 

➁環境問題「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」  

原田禎夫さん （同志社大学 准教授）  
プラスチック汚染はいまや世界的な環境問題となっています。2050年には海の魚の総重量よりもプラご

みの重さが上回ると予測されています。世界中で年間約 4億トン生産されているプラスチック製品ですが、

リサイクル率はわずか 9%に留まります。日本のリサイクル率は約 25%ですが、多くを途上国でのリサイクル

に頼っており、日本は世界最大のプラごみ輸出国であることもあまり知られていません。どうすればプラごみ

を減らすことができるのか、みなさんと一緒に考えたいと思います。 

17：30～18：40 

 

１８：５０～20：00 

会場：ホテル精養軒 

交流を深めましょう! 

１２：３０～１３：００  ＊「夏季研究集会にあたって」等 



第２日目  ８月４日（日） 

9:30～16：00  （昼食休憩 １２:00～13：00） 

 

16:15～16：45   ＊感想発表など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援 

特別な支援を要する児童生徒の状況は多様化しています。特別支援教育を取り巻く状況につい

て各地の実態を出し合い、子どもたちの人権や命の尊厳を守り発達を保障するために何が必要かを

考えましょう。 

また、子どもたちが学ぶ意欲をもち、自分をみつめ自信をつけていく授業づくりについて実践報告

を通して検討していきます。さらに、小・中・高との連携や通常学級に在籍する特別な支援を要する

児童・生徒への支援、特別支援学級と通常学級との関係等について実態と課題についても検討して

いきましょう。 

 

小学校 

子どもを取り巻く環境や学校の実態・家庭科をめぐる状況を交流し、子どもとともにつくる授業に

向け、実践をもとに話し合います。学級・学年の集団づくりと家庭科教育、他教科・領域との連携、そ

して「子どもの権利条約」が活きる学校づくりについても話し合いを広げます。 

生活からスタートし、健康で文化的な生活を送るための知恵や技を学ぶ家庭科。学んだことを生

活に活かすとともに、自分の周りや社会を考え、主体的に発信する家庭科の魅力と可能性を確かめ

合いましょう。 

レポートをもとに、日頃の悩みなど、気楽に語り合える会にしたいと思います。 

 

中学校 

コロナ禍で調理実習やふれあい体験などができなくなり、様々な苦労と工夫が生まれました。表

面的にはコロナ禍前に戻っているように見えても、実習や製作には以前にも増して気を使う状況が

多くなっています。加えてＩＣＴ教育の推進、少ない授業時間や観点別評価・評定など、苦労が絶えま

せん。だからこそ、学校に一人だけの家庭科教員が集まる分科会に参加すれば、元気が出るし、役に

立つこと請け合いです。 

午前は、参加者同士の交流や来年度に使われる新教科書の検討をする予定です。午後は、授業

実践の報告をうけ、子ども主体の授業づくりや評価について話し合います。 

 

高 校 

高校の新教育課程が始まって 3年目を迎えました。皆さんの学校では、家庭科の授業はスムーズです

か？高校家庭科をめぐっては「観点別評価」「金融教育」「ICT教育」など、新学習指導要領による新し

い課題が山積です。 

午前中は、冬の研究会の「ICT教育の光と影」を振り返りながら、上記の問題を考えます。また、各地

の家庭科や生徒の様子を交流しあいましょう。そして、少しでも家庭科教育を前進させるために、私たち

ができることを検討しましょう。午後は２本の授業実践の報告を受けて、「主権者を育てる授業」をめざし、

家庭科教育の魅力と可能性をさぐります。 

学校種別分科会

交流のひろばは、参加者が自由に作品を持ち込んで

展示し、実践を交流する場で、常時開設しています。 

出品・展示、実践の公開をしてくださる方は事務局へ

ご連絡ください。  

例： 授業者の資料・ワークシート・段階見本・テストなど 

生徒の作品・ノート・レポート・新聞など 

教材研究に使えるDVDや絵本・写真・参考図書など 

「お土産」に…家庭科通信・プリント類・手作り小物 

交流のひろば＆販売コーナー 

「ひとりでできるかな? はじめての家事」(全５巻)  

家庭科の授業にこう使おう！というブックレットも

作りました。科学的な視点と使い方等をわかりやす

く説明しています。 

販売コーナーには、「家教連家庭科研究」バック

ナンバーをはじめ、家庭科関係の書籍がたくさん並

びます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）申込み専用フォームで申し込む 

URLまたは QRコードからお申し込みください。   

https://forms.gle/UrFqwpBLm9bUaYDS8                    

 

（２）メールで事務局へ申し込む 

 ①～⑪ について記入してください。   

 si300171-6484@tbz.t-com.ne.jp 

①名前（ふりがな）    ②会員・一般・学生の別    ③Eメールアドレス     

④ＴＥＬ(携帯）     ⑤住所     ⑥所属（学校・団体）     ⑦参加費 

⑧夕食交流会( ５５００円 )に参加 する・しない  

⑨2日目弁当（お茶付１０００円）を注文 する・しない    

⑩保育申込（１日目/２日目・保育児名・年齢 ） 

⑪振込合計金額 

 

（３）参加費等を振り込む 

【振込先】 ゆうちょ銀行 10550-96661681  (ヤチキョウコ) 

                        他銀行口座からの場合 （店名）〇五八 （店番）058 （貯蓄預金）9666168                

 会員 一般 学生 

全日程参加 ４０００円 4500円 1000円 

1日のみ参加 ２０００円  500円 

ーお問い合わせー  家教連事務局  谷内 

   si300171-6484@tbz.t-com.ne.jp 

  （携帯）080-1114-6294 

参加申込み・支払い方法 

 

締切り  7/31（水） 

≪保育≫ 3歳以上を受け入れます。半日につき１０００円。 会場受付にてお支払いください。 

≪宿泊≫ 実行委員会では取り扱いません。各自で宿泊先の確保をお願いします。 

 

≪参加費≫ 

 

法政大学第二中・高等学校 

＊法政二中高から武蔵小杉駅方面へ徒歩 5 分 

https://forms.gle/UrFqwpBLm9bUaYDS8
mailto:事務局%20%20si300171-6484@tbz.t-com.ne.jp

